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　昨年暮れのこと。東京都武蔵野市に住んでいる母
を通して、ごみ・環境ビジョン 21 さんから突然、サン
フランシスコ市のゼロ・ウェイストプログラム（焼却・
埋め立てごみをゼロにする政策）について書いてほし
いという依頼を受けた。私は「面白そう！ やってみた
い！」と即座に引き受けた。
　私は、かねてからリサイクルや生ごみの堆肥化には
とても興味を持っていて、ここ数年、生ごみはボカシ
で堆肥化し、生ごみを埋め立て用のごみ箱に投入す
ることは一切ない ( 私の居住地では生ごみ収集なし）。
また、エコバッグや携帯用お箸を常に持ち歩いている。
　サンフランシスコだけでなく、カリフォルニア州全
体がエコに熱心で、リサイクルや生ごみの堆肥化に関
心の高い人がとても多いのである。勤務先でも同じよ
うな考えの人が増えてきているように感じられ、この
調子でもっと周りを啓発していきたいと思う。

ゼロ・ウェイストの取り組み

　サンフランシスコ市は、大胆にも「2020 年までに
埋め立てをゼロにする」という目標を掲げている（焼
却はもともとゼロ）。これは、生ごみはすべて堆肥化
して土に返し、他のごみはすべてリサイクルしていこう
というものだ。
　2014 年の段階ですでにリサイクル率 80％が達成さ
れたと報告されている。これは、国全体の平均の 2
倍以上であり、かなり高い数字だが、やる気があれば
達成可能な数字なのである。
　サンフランシスコ市では、2002 年に市議会が「2020
年までにゼロ・ウェイストを達成する」という目標を
決議して以来、次のような政策を次々と打ち出してき
た。

・ 2006 年から建造物等の瓦礫のリサイクル開始。レ
ストラン等での持ち帰り容器は、発泡スチロールを
禁じ、リサイクルできる物に限る。

・ 2007 年からレジ袋の有料化。
・ 2009 年から 85 万人の市民と 6 万 5 千の企業にリ

サイクルと生ごみの分別の義務付け。

　昨年 3 月には市有地におけるペットボトル飲料水の
販売を禁止した。
　サンフランシスコがゼロ・ウェイストの国際的なリー
ダーとなるべく、この政策の推進に責任者として貢献
してきたのは Jack Macy さんという人である。
　また、市の働きかけも重要だが、消費者や商品を
企画し市場に出す企業もそれぞれ責任を考えて行動し
ていくことが必須であろう。

自然界に倣う

　Macy さんによると、自然のサイクルを見れば一目
瞭然だという。自然の中のすべてのごみはエコシステ
ムによってリサイクルされている。私たちもそれに倣っ
て一人一人が責任を持ってリサイクルしていけば、自然
にあるのと同じようなエコシステムが完成するのだ。
　１トンのごみを埋め立てるとすると、その捨てた分
を調達するのに原料の調達から、精製、製造、発送
までの工程から平均で 70 倍のごみが出るという。
　ごみの埋め立て地を掘り起こして何か使える物を探
しに行くということも考えられるが、時間が経ってい
れば、さまざまな物質が混ざり合っていて使える物も
使い物にならない可能性がある。
　また、埋め立てによる汚染も問題だ。特に有機物
と混ざるとメタンガスが発生する恐れもある。
　以上のようなことをひっくるめて考えると、ゼロ・ウェ
イストを進めて行くことが最も賢明な選択であること
がよく分かる。

家庭ごみの分別収集

　サンフランシスコでは、家庭ごみは基本的に 3 つ
の色別のごみ箱によって分別している。（右ページ写真）
① 青の箱＝びん、缶、プラスチック、紙 等のリサイクル

　　　　資源

ゼロ ・ ウェイストを目指すサンフランシスコ
米サンフランシスコ・ベイエリア在住

ウィットワース真弓

生ごみを収集中
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② 緑の箱＝生ごみ
③ 黒の箱＝埋め立てごみ .　
　これらの収 集には、毎週決
まった曜日に Recology（リコロ
ジ―）社という業者が大型トラッ
クでやって来る。（左ページ写真）
　Recology と は、Recycle（ 再
利用）と Ecology（生態系）を合成した造語。市のご
みの収集・処理を一手に請け負っている業者で、全
米一の生ごみ資源化を誇っている。
　料金は、戸建て住宅で、各色 32 ガロン（約 121ℓ）
のごみ箱を利用した場合、それぞれ月に約 35ドルか
かる。黒の箱を 20 ガロン（約 76 ℓ）にすれば 25ド
ルに抑えられる。また、集合住宅の場合は、割安に
なるか家賃に含まれることもある。
 上記以外の品目にもリサイクルの方法がある。例え
ば、スーパーでのレジ袋の回収や、衣料品店が古着
を回収し、引き替えにその店での買い物に使える割引
クーポンを配布するなど。

勤務先のリサイクル活動

　私の勤務先は、サンフランシスコ近郊のシリコンバ
レーによくあるハイテク企業で、環境を大切にする姿
勢からリサイクル部もちゃんとあり、各フロアにあるご
み箱は 4 種類に分別できるようになっている。サンフ
ランシスコとほぼ同じだが、会社独自の方法として、
紙リサイクル用の黄色の箱が加わっている。社内で発
生した埋め立てごみの減少経過を表示したグラフまで
作成している（その数字はここで公表できないが）。
　そのリサイクル部とこのところやりとりするようにな
り、主にリサイクルに関心のない社員をターゲットに
教育していこうと活動している。

　Recology 社の施設見学ツアー

　そこからのつてで、Recology 社広報マネージャー
の Robert Reed さんと知り合うことができた。最先
端のリサイクルの模様を知るため、毎日のように、世
界中から取材の申し込みが来るようだが、日本からは
私が初めてという。なんと光栄な！
　どんな取材にも快く対応してくれ、他のジャーナリ
ストとグループで、さまざまな施設へ案内してくれる。
オファーされたツアーはどれも面白そうだ。
　１つは、市の北東に位置するカリストガのワイナリー
へ行き、サンフランシスコの生ごみでできた堆肥を

使っている様子の見学だ。生ご
み堆肥を喜んで買い取る農家や
ワイナリーがたくさんあるとい
う。これは日程の都合で行くこ
とができなかったのだが、また
別途ツアーを企画してくれるそ
うである。

　2 つ目は、建造物等の瓦礫のリサイクル施設見学で、
こちらは参加することができた。

瓦礫のリサイクル施設

　朝６時現地集合だったが、施設はすでに稼働して
いて、大型トラック数台が出入りしていた。ホコリと
雑音がひどく、耳栓、マスク、黄色い安全ベストを渡
される。
　まず仕分けのセクションへ案内される。トラックで
運ばれてきた瓦礫がベルトコンベイヤーで流れ来て、
作業員の手作業
によって、プラス
チック、石膏ボー
ド、金属、木 等
が仕分けされる。
　 ここで拾われ
なかったごみはす
べて埋め立てご
みとなる。 埋 め
立 てられるごみ
を見ているだけ
でなぜか悲しくなってしまった。リサイクル率 80％を
達成している市でさえまだまだ大量のごみがあるよう
に見えてしまったのだ。　
　ツアー中、あちこちネズミが走り回っているのが目
につき、一体何を食べて生きているのだろうと思って
いると、次に生ごみを保管している場所へ案内されて
疑問が解けた。Reed さんによると、全米でも生ごみ
を扱う施設は他にあまりないという。悲しい現実だ。
　さらに悲しいことに、ちょうど運ばれてきた生ごみ
の中には、全く消費されていないバナナがたくさんあ
り、こういう点も消費者の意識改善が必要と痛感させ
られた。アメリカで出回っている食品の 40％が手つ
かずのまま捨てられるといわれている。
　一刻も早く、また、一人でも一企業でも多く、リ
サイクルとともに、ごみを出さないというように意識
が変わることを願うばかりである。見学ツアーには、
ジャーナリストだけでなく、一般の方も参加が可能だ。

リサイクルできる資源を仕分け中

３色のごみ箱


